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５．農道に関する項目 

（１）砂利の補充 

 

協定に位置付けた農道への砂利の補充を行い、通行の障害となる程度の路面の凸

凹がなくなっていること。 

 
 
 
【活動のねらい】 

共同作業計画に基づき、協定に位置付けた農道の路面に雨水が溜まったり、通行の障害になる

ような凸凹が生じている場合は、砂利の補充を行う等の対策により、適切に保全管理することが

大切です。 

 

【活動の内容】 

アスファルトやコンクリート等で舗装を行っていない農道において、路面に窪みができて雨天

時に水たまりができ、通行に障害が生じるような場合には、砂利の補充を行います。 

砂利の補充は、砂利を軽トラックに積み込み、走行しながら路面の窪み部分に砂利を落とし、

路面が平らになるように、スコップ等で敷き均します。砂利を敷き均す際には、後日の沈下分を

考えて、若干高めに盛るようにします。 

路面全体がぬかるむようなところでは、路面の窪みだけでなく、路面全体に砂利や排水の良い

砂質系の土を敷き均します。 

実施時期は、共同作業計画に基づき春の農作業前や秋の収穫作業の前に行います。 

 

【配慮事項】 

・通行の障害になるような、大きな窪みや水たまりができる前に砂利の補充ができるよう、今

までの路面の傷み方や通行状況の変化等を考慮して、共同作業計画に組み込んでおきます。 

・排水が悪く路面に水たまりができる場合は、路面の水を排水するために排水溝を設置します。 

・路面の傷みが激しく頻繁に砂利の補充が必要な場合には、アスファルト等による舗装も考えら

れます。交通量が少なく大型車両が通行しない場合には、集落の共同作業によって、路面の土

にセメントや土壌硬化剤等を混合して転圧（ローラーを転がす等して、土を締め固めること）

することによって簡易舗装を行うことも考えられます。 

・活動は共同作業計画に基づき実施しますが、地先管理を行っている等個々の農家で行ったとこ

ろについては、活動後の状況について写真を撮り、活動組織の代表者がとりまとめます。 
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共同作業による砂利の敷き均し 雨でぬかるみ、水たまりのできた農道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【砂利の補充】 

 

～活動例 1～ 

 
・活動対象 
農道の砂利舗装区間のうち 30m の区間 

・活動内容 
市から砂利の提供を受け、その砂利を集落が用意した軽トラック等で運び、農道の窪んだ箇所

にスコップで敷き均しました。 
・活動時期 
補充は、春と秋の年２回（春：農作業を円滑に行うための走行性を確保するため 秋：夏場に

凹んだ箇所を早期に補修するため）実施しました。当地区では、窪んだ箇所を早期に補修して安

全性を確保するとともに、大規模な改修にならないようにするため、年２回の活動が必要と認識

されています。 
・参加者 
農道は集落全体に利用されており、作業は非農家を含む集落全体が参加しました。 
 
～活動例 2～ 

 
・活動対象 
農道の砂利舗装区間のうち 40m の区間 

・活動内容 
機能診断の結果、通行に障害があると思われた箇所について砂利の補充を行いました。 

・活動時期 
農作業前の４月上旬に実施しました。 

・参加者 
土地改良区の指導のもと、集落全体で実施しました。 
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（２）路肩・法面の草刈り 
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 協定に位置付けた農道の路肩・法面やその周辺部の草刈り又は除草、枝払いが行

われ、通行・農業生産に障害が生じていないこと。この際には、草刈り又は除草

活動後の草を適正に処理し、刈り取った場所に放置されていないこと。又は、そ

の場に存置する場合にあっては、農業生産・生活環境への支障が生じていないこ
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と。 

のねらい】 

定に位置付けた農道の路肩・法面やその周辺部の草刈り又は除草、枝払いを行うことにより、

の通行や農業生産に障害がない状態に維持するとともに、病害虫の発生を低減したり、農道

の点検や管理をしやすくすることが大切です。活動を行う際は、刈り取った草を放置するこ

により、農業生産や生活環境への支障が生じることのないように留意します。 

内容】 

道の路肩や法面での病害虫の発生の低減や施設の点

管理をしやすくするため草刈りを行います。 

草の草丈が高くなると、草刈り機に絡みやすくなる

業効率が落ちることから、草丈の低い時期に行いま

草刈りは、水田側から農道側に向かって草を刈ると、

が水田に落ちるのを防ぐことができます。刈草は集

所を決めておく等、適宜、適正に処理するようにし

。 

お、刈草をその場に存置する場合は、刈草が水田や水

業や通行等に支障を生じさせないことが必要です。 

事項】 

草が農業生産に支障を与えないことに加え、地域住民

るように留意します。 

刈機は、作業者の体力や経験、現場の状況等に合わせ

ものを利用します。 

メムシが雑草から稲穂に移動しないように、出穂する前

刈り作業前には、空き缶や空き瓶等、怪我につながる

ます。また、草刈り作業者は、肌を露出しないように

護メガネや防護手袋、耳栓を使用する等し、安全に留意
路に落ちな
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（３）側溝の泥上げ 

 

・ 協定に位置付けた農道側溝の泥上げを実施し、通水機能に障害が生じていないこ

と。この際には、泥上げした土砂を適正に処理し、その場所に放置されていない

こと。又は、その場に存置する場合にあっては、農業生産・生活環境への支障が

生じていないこと。 

 
 
 
 
 

 

 

【活動のねらい】 

共同作業計画に基づいて、協定に位置付けた農道側溝の泥上げを行うことにより、通水機能

を維持することが大切です。活動を行う際は、泥上げした土砂を放置すること等により、農業

生産や生活環境への支障が生じることのないように留意します。 

 

【活動の内容】 

泥上げした土砂は、農道の補修や畦畔のかさ上げに利用するか、農業生産に支障を与えない

ことに加え、地域住民の迷惑にならないように、適切に処理するように留意します。 

特に、住宅地周辺では、風塵発生の原因となるので、そのまま放置しないであらかじめ決め

た集積場所に集積する等、適切に処理するようにします。 

 

【配慮事項】 

・泥上げした土砂は、農道の補修や畦畔のかさ上げに

利用するか、農業生産に支障を与えないことに加え、

地域住民の迷惑にならないように、適切に処理する

ように留意します。 

・泥上げ時にごみ等がある場合は、各自治体の取り決

めに従って分別して収集します。泥上げは重労働で

あり、参加者の年齢等で土砂の多い所、少ない所等、

作業分担に配慮が必要です。 

 
側溝の泥上げ 
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【側溝の泥上げ】 

 

～活動例 1～ 

 
・活動対象 
農道側溝 150m 

・活動内容 
自治会の呼びかけにより、泥上げを実施しました。泥上げした土砂は道路法面等の整形に活用

する等適切に処理しました。 
・活動時期 
7 月の第 3日曜日に実施しました。 

・参加者 
地区の全戸が参加しました。 
 
～活動例 2～ 

 
・活動対象 

地区内の農道（基幹的農道、ほ場内農道）6.5km のうち、側溝が付設されている区間。 

・活動内容 

機能診断・点検の結果を問わず、時期を定めて土砂上げを行っています。また、自然災害等に

より側溝内に土砂が流入した場合にも、泥上げ作業を行うこととしています。 

・活動時期 

農作業を行う前の 5月に実施しました。 

・参加者 

集落内の全戸が参加しました。 
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